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2019 年 5 月 10 日 8 時 48 分に発生した日向灘の地震（MJMA 6.3）について，3 次元地下構造モデ

ル 1)を仮定した地震動シミュレーションを行った．500✕600✕75 km3 の領域を，水平方向に 0.25 km，

鉛直方向に 0.2 km で離散化し，並列差分法コード OpenSWPC2)により地震波動場の時空間発展を評

価した．地震動シミュレーションにおける最小 S 波速度は 1.5 km/s とした．地震動シミュレーショ

ンには東京大学地震研究所地震火山情報センターの計算機システムを利用した．

ダブルカップル型の点震源を仮定し，震源時間関数はパルス幅 5 秒の cos 関数とした．波形の特

徴と発震機構解の関係に焦点をあてるため，モーメントマグニチュード（Mw）を 6.2，震源時刻を

8 時 48 分 42 秒に固定した．震源位置および発震機構解は，近地地震波形による F-net MT 解 3)と

AQUA-CMT 解 4)，Geoscope の遠地地震波形解析プログラム SCARDEC による解析結果 5)を用い，

それぞれに対して地震動シミュレーションを行った．第１図に示すように，F-net MT 解は高角逆断

層，AQUA-CMT 解はスラブ内の低角逆断層成分に富む断層運動，Geoscope の解はプレート境界付

近の低角逆断層が最適解として推定されている．

第２図から第４図に地震動シミュレーションの結果と複数の F-net 観測点における観測波形の比

較を示す．F-net およびシミュレーション結果の速度波形に対して，周期 20-100 秒のバンドパスフ

ィルターをかけた．F-net MT 解（高角逆断層）は，山口県と長崎県の計 3 観測点の波形記録から求

められた解である．この解を仮定した場合，N.TSAF，N.OKWF や N.UMJF などの震源から北東方向

の観測点で，観測波形の再現性が低い（第２図）．一方，紀伊半島から屋久島までの 15 観測点の記

録を用いて求められた AQUA-CMT 解と遠地地震波形を用いた Geoscope の解は低角逆断層成分に

富む解であり，それらを用いると観測点方位によらず観測波形の再現性が高い（第３図，第４図）．

特に Geoscope の解は観測波形との一致度が高く，紀伊半島西部から九州にかけての広い範囲で観

測波形の特徴をよく説明している（第４図）．
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第１図 2019 年 5 月 10 日に発生した日向灘の地震（MJMA6.3）の F-net MT 解，AQUA-CMT 解お

よび Geoscope の解．図中の実線は，地震動シミュレーションに用いた 3 次元地震波速度構

造のフィリピン海スラブ上面の深さ，三角は広帯域地震観測網 F-net の観測点位置である． 
Fig. 1 Focal mechanisms of the MJMA6.3 Hyuga-nada earthquake occurred on 10 May 2019. Focal 

mechanism models are referred from F-net MT, AQUA-CMT and Geoscope solutions. Solid lines on 
the map are iso-depth contour lines of upper surface of the Philippine Sea plate (Koketsu et al., 
2012). Filled triangles are the F-net stations.  
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第２図 F-net MT 解を用いた地震動シミュレーションの結果．周期 20-100 秒のバンドパスフィル

ターをかけた速度波形で，灰色の実線が観測波形，青色の破線が計算波形である．地図中

の青三角の観測点について，観測波形と計算波形の比較を行った． 
Fig. 2 Comparison of observed and synthetic velocity seismograms for periods of 20-100 s. F-net MT 

solution was used in the simulation. Gray solid and blue dashed lines are observed and synthetic 
seismograms, respectively. Blue triangles on the map indicate the F-net stations used for comparison. 
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第３図 AQUA-CMT 解を用いた地震動シミュレーションの結果．周期 20-100 秒のバンドパスフィ

ルターをかけた速度波形で，灰色の実線が観測波形，青色の破線が計算波形である．地図

中の青三角の観測点について，観測波形と計算波形の比較を行った． 
Fig. 3 Comparison of observed and synthetic velocity seismograms for periods of 20-100 s. AQUA-CMT 

solution was used in the simulation. Gray solid and blue dashed lines are observed and synthetic 
seismograms, respectively. Blue triangles on the map indicate the F-net stations used for comparison. 
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第４図 Geoscope の解を用いた地震動シミュレーションの結果．周期 20-100 秒のバンドパスフィ

ルターをかけた速度波形で，灰色の実線が観測波形，青色の破線が計算波形である．地図

中の青三角の観測点について，観測波形と計算波形の比較を行った． 
Fig. 4 Comparison of observed and synthetic velocity seismograms for periods of 20-100 s. Geoscope 

solution was used in the simulation. Gray solid and blue dashed lines are observed and synthetic 
seismograms, respectively. Blue triangles on the map indicate the F-net stations used for comparison.  
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